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○活動方針
　ロータリークラブの本来の目的を遂行していくために勉強会を実施します。ロータ
リーの基本理念に添うよう、各委員会との連携を大切にし、会長の運営方針である「応
援しよう、広げよう笑顔」を実現出来るように努めます。

○実施計画
　各委員会との連携を強化し、会員同士の親睦を深めると共に、活発な意見交換ができ
るよう仲立していきます。

担当役員　鈴　木　洋　子
委　　員　各 担 当 委 員 長

○活動方針
　会員にロータリー情報の発信をすると共にロータリー理念の理解を深めるために会合
を開きます。

○実施計画
　（１）炉辺会合の開催（年２回程度）
 入会３年以内の会員だけでなく、誰でも参加可とします。
　（２）ロータリーの友の読後感を発表してもらいます。

委　員　長　鈴　木　洋　子
情報リーダー　後　藤　定　毅

（イ）クラブラーニング担当

クラブ管理運営委員会

委員会活動計画
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○活動方針
　今年度、国際ロータリーステファニー A. アーチック RI 会長のテーマは「ロータリー
のマジック」、また中村会長のターゲットは、「応援しよう　広げよう笑顔」です。卓
話をとおして会員が広い視野をもてるように、またお互いをよく知ることができるよ
う工夫し、奉仕の歯車を再始動させるために、例会では会員が充実感を味わえるよう
なプログラムを目指したいと思います。

○実施計画
　（１）各委員会と連携し、ロータリー月間ともリンクしながら、会長ターゲットを実

現できるように例会のプログラムを企画して参ります。
　（２）会員同士の親睦やコミュニケーションを重視し、卓話の充実を図ることを意識

してプログラムを構成したいと思います。
　（３）クラブ協議会やクラブフォーラムを通じて、会員一人一人の意見やニーズを拾

い上げ、意義ある例会づくりを目指したいと思います。
　（４）クラブ会報の原稿を効率的に集約できるようルール決めを行います。

委 員 長　橋　本　日　吉
副委員長　辻　　　彰　彦
委　　員　髙　橋　　　清

大根田　裕　志

（ロ）プログラム・クラブ会報担当



（ハ）親睦活動委員会グループ（スマイル・SL・出席担当）

委 員 長　黒　坂　　　毅
副委員長　新　村　千　成
委　　員　原　嶋　賢一郎

野　口　　　宏
池　澤　利　男
板　垣　克　浩
大根田　裕　志
土　屋　大　輔
横　澤　高太郎

○活動方針
　会長方針である「応援しよう　広げよう笑顔」を親睦活動委員全員と共有し、活動を
全員で協力し会員及び家族の方に楽しんでいただける企画立案、企画実行を行います。

○実施計画
　（１）通常例会

①ゲスト・ビジターのお迎え（12：00 〜 12：20）
②ソングリーダー
③会員各記念日のお祝い品の手配
④スマイルの集計及び発表
⑤出席の集計及び発表
⑥ＳＡＡへの協力
※当日の各役割は別途通知し出席委員全員で行います。（当番制）

　（２）家族例会及び夜間例会　
 ①クリスマス例会
 ②家族例会
 ③夜間例会
　（３）その他
　　　 他の委員会への協力は随時実施します。
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○活動方針
　会長ターゲットの「応援しよう　広げよう笑顔」、そして今年度テーマの「ロータリー
のマジック」のもと会員増強・会員維持に努めてまいります。

○実施計画
　（１） 会員の意見をもとに新たに入会候補者のリストを作成し委員会で訪問、お声掛

けを実施したいと思います。
　（２） 各委員会と協力して楽しい例会づくりに努め、会員の満足度を高めるように進

めてまいります。

会員増強・会員維持委員会

担当理事・委員長　石　川　達　男
　　副委員長　横　澤　高太郎

委　　員　北　砂　明　彦

委 員 長　長　野　俊　八
副委員長　岸　　　幸　博

（イ）職業分類・会員選考担当

○活動方針
　本年度会長方針の一部、楽しむ時間を共有できる仲間が必要です。定例会、親睦会等々
に参加が出来るか、我がクラブに相応しい人かどうかを基本として選考させていただき
ます。

○実施計画
　（１）職業分類一覧表を見直し、充填、未充填を検討していきます。
　（２）増強委員会担当との連携を密にして情報を得ながら進めてまいります。
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○活動方針
　会長の運営方針　「応援しよう　広げよう笑顔」に沿い、クラブや地域社会における
ロータリーの認知度向上の為、理念、価値観、活動内容を広く周知されるよう広報活動
を行います。

○実施計画
　（１）広報活動の強化

・地元メディアとの連携を強化し、ロータリーの活動を紹介してもらいます。
・SNS を活用し、定期的に活動報告やイベント情報を発信します。

　（２）ブランド認知度の向上
・地域の方々や関係者が参加するイベントを通じ、ロータリーの活動を紹介しま

す。

公共イメージ委員会
担当理事・委員長　土　屋　大　輔

副委員長　辻　　　彰　彦
委　　員　新　村　千　成
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○活動方針
　会長の運営方針「応援しよう、広げよう笑顔」を実践するには、全員が身をもって参
加して奉仕することにより、奉仕活動を理解していただくよう行ってまいります。

○実施計画
　（１）松風園の子供たちと、ご家族が楽しく映画鑑賞をできる時間を企画します。
　（２）交通事故の消滅や安全の為、大和自動車学校の協力を頂き「交通事故撲滅大作戦」

を実施いたします。

担当理事・委員長　岸　　　幸　博
副委員長　土　屋　大　輔

　横　澤　高太郎
委　　員　長　野　俊　八

入　江　公　敏
北　砂　明　彦
藤　田　方　己
阿　萬　正　巳
大根田　裕　志

奉仕プロジェクト委員会
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○活動方針
　東慶州ロータリークラブとの姉妹友好関係を継続する為、相互の訪日、訪韓に対応致
します。また姉妹クラブに関心の低い会員にも意義を理解して頂けるようにしたいと
思っています。会長方針「応援しよう 広げよう笑顔」のもと、国際交流も楽しんてい
ただくため、メンバー全員の積極的な参加を期待いたします。

○実施計画
（１）RI 第 3630 地区東慶州ロータリークラブの訪日への対応
（２）東慶州ロータリークラブ　会長離就任式への公式訪問

委 員 長　　野　口　　　宏
副委員長　　石　川　達　男
委　　員　　橋　本　日　吉

小　栁　智　裕

（イ）国際奉仕・姉妹クラブ担当
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○活動方針
　大和市内青少年の健全な育成を図るために、青少年育成基金の基準及び実施要項に基
づき奉仕活動をします。

○実施計画
（１）大和市内小学校からの助成申請を受付けます。
（２）助成申請書を精査し、選考します。
（３）事業継続のため、基金が発展するよう活動します。

委 員 長　鈴　木　洋　子
副委員長　板　垣　克　浩

青少年奉仕・育成基金委員会
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○活動方針
　ロータリー財団及び米山奨学会は、国際規模の人道的、教育支援などに貢献するもの
です。会員の意思と協力によって運営されています。この使命の向上を図り理解と協力
を深めて行きます。

○実施計画
（１）ロータリー財団　会員一人　200 ＄
（２）米山奨学金　会員一人　2 万円
（３）ポリオ根絶　会員一人　40 ＄
（４）ロータリー財団、米山奨学の理解を深めるため卓話者を招き学習する。

担当理事・委員長　小　栁　智　裕
副委員長　黒　坂　　　毅
委　　員　板　垣　克　浩

ロータリー財団・米山奨学委員会
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○活動方針
　会場監督の権限と責任を遂行するため楽しい例会になるよう努力し、出席して良かっ
たと思える実のある運営を心掛けて参ります。

○実施計画
　（１）ゲスト・ビジターの来訪に心優しく接して参ります。
　（２）各委員会と協力して例会を円滑に進めて参ります。
　（３）例会進行担当を２ヶ月ごと輪番制で進めて参ります。
 ７月８月　髙橋　　清　　　９月10月　阿萬　正巳　　　11月12月　辻　彰彦
 １月２月　小栁　智裕　　　３月４月　辻　　彰彦　　　５月６月　髙橋　清

正　髙　橋　　　清
副　辻　　　彰　彦

　　　小　栁　智　裕
　　　阿　萬　正　巳

会場監督（ＳＡＡ）


